ロラン受信機 by 宮坂 武芳
NO. 316 
昔日の機器(21)
ロラン受信機
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RADJOMARINE CORPORATI⑱ OF AMERICA. 
A SERVICt:: OF RAOIO CORPORATION OF AMERICA 
畑 W YORK, N. Y., 
MADE IN U.S.A 
NPR -241 
船舶や航空機は航行の安全を図るためにいろ
いろな航法機器を使っています。
20世紀に入ってから現在のように充実した航
海用電子機器の開発が急速に進みました。
ロラン (LORAN:Long Range Navigation) 
システムは双曲線航法の 1つとして世界的に使
用されております。
第二次世界大戦のころに米国においてこの航
法システムのうちロランAが開発され， 1940年
に実用化されたといわれています。
ロラン Aの開発後，ロラン B, C及びDの開
発が進められましたが，ロラン B及びDは実用
化されず現在ではロラン A及びロラ‘/Cのシス
テムが実用されています。
このロラン Aを日本で実際に利用する目的で
日本郵船株式会社等の所属船に装備されたのが
昭和 30(1955)年代，日本航空株式会社に所属
する大型機も同じ年代から利用しましたが，現
在では船舶でロラン A及びロラン Cが利用され
ていて，中でも漁船は航法用機器として使用す
るほか漁獲のための機器として利用しております。
本学元教授清都誠一先生は本学に着任される
前の昭和24 (1949)年の早い時期に米国所属船
に装備されたロラン Aの受信機を実際に操作し
て航法に利用された経験を持っておられるそう
ですから，日本人としては恐らく草分け的存在
だったと思います。
写真は昭和26(1951)年ごろ清都元教授が御
研究の目的で特別予算で購入されたロラン Aの
受信機で，当時の日本では珍らしい機器であっ
たと思います。
参考までにロラン A、ンステムの概要を掲げて
おきます。
割当周波数 1950, 1900, 1850及び 1750
kHz 
通達距離昼間約 750n. m．夜間約1500n. m. 
精 度
100 n.m.で約 500m
600 n.m.で約 4000m
戦後の海上又は航空移動業務に従事された卒
業生は，多少にかかわらずロラン Aの運用また
は保守の経験を持っておられることでしょう。
（本学名猶教授宮坂武芳）
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